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９
月
８
日
午
前
11
時
頃
、台
風
９
号
が
、

福
井
県
敦
賀
市
付
近
に
上
陸
、
静
岡
県
に

到
達
す
る
頃
、
熱
帯
低
気
圧
に
変
わ
り
、

各
地
に
大
雨
を
降
ら
せ
ま
し
た
。
当
町
で

は
、８
日
朝
よ
り
降
り
始
め
た
雨
は
、午
後

５
時
ま
で
に
約
４
９
５
m
m
の
雨
量
を
記

録
。
こ
れ
は
24
時
間
雨
量
で
観
測
史
上
最

大
と
な
る
激
し
い
豪
雨
で
あ
り
、
各
所
で

土
砂
崩
落
や
山
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
町
で
は
９
月
８
日
午
後
２
時
20
分

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
情
報
収
集

や
災
害
の
対
応
、復
旧
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
の
た
め
、
東
名
高
速
道
路
が

鮎
沢
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
付
近
で
土
砂
崩

落
に
よ
り
上
下
線
と
も
通
行
止
め
、
国
道

２
４
６
号 

浅
間
山
隧
道
が
土
砂
に
よ
り

片
側
交
互
通
行
と
な
り
、
県
道
山
北
藤

野
線 
山
市
場
付
近
が
土
砂
崩
落
に
よ
り
、

県
道
玄
倉
山
北
線 

市
間
橋
先
が
路
肩
崩

落
の
た
め
い
ず
れ
も
通
行
止
め
、
町
道
塩

沢
線
・
町
道
尺
里
高
松
線
が
土
砂
崩
落
の

た
め
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
通
行
止
め
の
影
響
に
よ
り
清
水
・
三
保

地
区
や
高
松
地
区
、
峰
・
塩
沢
地
区
、
市

間
・
高
杉
地
区
等
が
一
時
孤
立
し
ま
し

た
。
ま
た
、
洒
水
の
滝
入
り
口
付
近
・
洒

水
の
滝
新
観
瀑
台
付
近
の
土
砂
崩
落
に
よ

り
洒
水
の
滝
へ
通
行
不
能
と
な
り
、
ふ
れ

あ
い
ビ
レ
ッ
ジ 

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が

土
砂
に
埋
没
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
水
道
管
の
破
損
等
で
、
透
間
地
区
（
21

世
帯
）
･
尺
里
西
地
区
（
１
世
帯
）・
世

附
地
区
（
3
施
設
）
塩
沢
・
峰
下
・
谷
戸

諸
渕
・
峰
地
区
（
63
世
帯
）・
共
和
地
区

（
8
世
帯
）
が
断
水
し
、
床
上
浸
水
２
戸
、

土
砂
流
入
１
戸
、
世
附
地
区
で
の
土
砂
崩

落
の
た
め
、
家
屋
が
２
戸
半
壊
し
、
こ

の
土
砂
崩
れ
に
よ
り
３
名
が
重
軽
傷
を
負

い
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
所
の
災
害
の
た
め
、
町
内
す
べ

て
の
消
防
団
が
出
動
し
、
救
援
・
救
助
・

警
戒
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
世
附
地
区
で

重
軽
傷
を
負
っ
た
３
名
の
救
助
の
際
に

は
、
強
い
風
雨
の
た
め
、
自
衛
隊
ヘ
リ
や

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
飛
行
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
や
消
防
団
、
地
元
業

者
が
救
出
作
業
を
行
い
、
道
路
寸
断
箇
所

ま
で
負
傷
者
を
搬
送
し
、
そ
こ
で
待
機
し

て
い
た
救
急
車
に
担
架
で
受
け
渡
し
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
災
害
状
況
に
よ
り
町
で
は
各
所
で

避
難
所
を
開
設
し
、
住
民
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
へ
の
土
砂
流

出
等
に
よ
る
通
行
止
め
の
影
響
で
、
川
村

小
学
校
・
山
北
中
学
校
の
高
松
地
区
の
児

童
３
名
、
生
徒
１
名
は
中
央
公
民
館
に
一

世附地区の土砂崩れにより半壊した家屋

台
風
９
号

山
北
町
を
襲
っ
た
豪
雨

9月8日
災 害
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時
避
難
し
ま
し
た
。
三
保
小
学
校
・
三

保
中
学
校
で
は
教
職
員
12
名
が
帰
宅
で
き

ず
、
学
校
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
避
難
所
等

で
は
避
難
さ
れ
て
き
た
方
に
毛
布
や
食
料

等
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
交
通
機
関
に
関
し
て
、
鉄
道
関
係

で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
・
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線

が
運
転
を
取
り
や
め
る
な
ど
し
、
バ
ス
に

つ
い
て
も
、
町
内
循
環
バ
ス
や
富
士
急
湘

南
バ
ス
西
丹
沢
線
な
ど
が
運
休
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
は
、
15
日
午
後
５
時
に

解
散
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
町
で
は
被

害
箇
所
の
復
旧
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ 

オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
復
旧
の
目

途
が
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

水の流れの勢いで削られた道路（世附地区）土砂や落石により崩壊した洒水の滝　新観瀑台付近

ふれあいビレッジ　オートキャンプ場の炊事場が
土砂によって埋没した

ふれあいビレッジ　オートキャンプ場の管理棟横まで流れた土砂大野山山頂でおきた土砂崩落

土砂崩落により通行止めとなった町道深沢線
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東名高速道路

国道
246号線

世附川

山北駅山北駅

谷峨駅谷峨駅

中川温泉 玄倉川

丹沢湖

▲
大野山

▲
高松山

三国峠

犬越路

高速道路

国道246号線

県道・主要地方道

JR御殿場線

凡　　　例
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主な被災箇所
① 土砂崩れにより２世帯の家屋が半壊
　 県道山北・山中湖線が土砂崩落
② 県道山北藤野線が土砂崩落
③ ふれあいビレッジオートキャンプ場が土砂に埋没
　 喜一朗新田用水で車沢から土砂流出
　 用沢耕地内のブロック倒壊
④ 塩沢・峰・峰下・谷戸諸渕地区が断水
⑤ 町道塩沢線が土砂崩落・路肩崩落
　 塩沢川が土砂堆積
⑥ 透間地区が断水
⑦ 町道鮎沢１号線・鮎沢２号線が土砂崩落
⑧ 都夫良野・野背開戸地区が断水

⑨ 町道湯ヶ沢線が土砂崩落
⑩ 県道玄倉山北線が土砂崩落
⑪ 町道深沢線が土砂崩落・路肩崩落
　 町道鍛冶屋敷高杉線が土砂崩落・路肩崩落
　 町道古宿深沢線が土砂流出
⑫ 皆瀬川用水取水口が土砂堆積
　 堰口橋が増水により流失
⑬ 国道２４６号浅間山隧道が土砂崩落
⑭ 町道洒水の滝入り口線及び洒水の滝付近が土砂流入・流出
⑮ 町道尺里高松線が土砂崩落・路肩崩落
⑯ 川村用水が丸山より土砂流入
⑰ 岩流瀬用水路取水口が損壊

台
風
９
号
に
よ
る
大
雨
で
、
建
物
等
が

被
害
を
受
け
、
保
険
請
求
等
に
〝
り
災
証

明
書
〞が
必
要
な
方
は
、発
行
し
ま
す
の
で
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

〝
り
災
証
明
書
〞
と
は
台
風
や
暴
風
、

豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り
建
物
等
が

損
壊
し
た
場
合
、
建
物
等
の
被
害
状
況
を

証
明
す
る
も
の
で
、
損
害
保
険
の
請
求
や

税
の
申
告
等
で
必
要
に
な
り
ま
す
。

証
明
の
範
囲　

建
物
等
の
全
壊
、
半
壊
、
流

失
、
床
上
浸
水
、
床
下
浸
水
、

一
部
損
壊

必
要
な
物　

申
請
書
、印
鑑
、被
害
状
況
の

分
か
る
写
真
が
あ
れ
ば
添
付

費　
　

用　

無　

料

申
請
場
所　

役
場
１
階 

税
務
課
税
務
班

※
申
請
書
は
税
務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
災
害
に
よ
り
建
物
等
に
被
害
を
受
け
、

修
繕
を
し
た
場
合
、
確
定
申
告
で
雑
損
控

除
の
申
請
が
出
来
ま
す
。
申
告
に
は
〝
り

災
証
明
書
〞
及
び
修
繕
費
等
の
領
収
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
税
務
課
税
務
班　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
５

－

３
６
４
２

台
風
に
よ
り
建
物
等
が

　
　
　
　
　
　

被
害
を
受
け
た
方
へ　

〝
り
災
証
明
書
〞を
発
行
し
ま
す
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　平成１８年３月から中日本高速道路㈱が事業主体となって新東名高速道路の建設計画が進められてきました。
これまでの本線の路線測量や地質調査が終わり、水源や大気など将来への影響を把握するための継続調査を実
施しています。

【計画目標】
供用開始目標　　平成３２年度
町内の通過距離　１０．８Km
車線数　　　　　用地６車線、工事４車線（暫定施工）

　山北・向原・共和・清水地区の対策協議会において、新東名高速道
路の設計図面に基づき協議を重ねてきました。現在、山北・向原・共
和地区においては確認書の締結が完了し、清水地区においては確認書
の締結に向け協議を行っています。
　今後、確認書を締結した地区については、本線と工事用道路の用地
幅に杭を設置するとともに、土地の補償に必要な測量、建物や立木の
調査など、用地測量・調査を実施します。その結果をもとに用地補償
説明・用地補償契約を行い、事業の流れに従って、平成３２年度の供
用開始を目指します。
　なお、本線に関わる用地取得業務は、神奈川県の広域幹線道路事務
所が行い、工事用道路に関わる用地取得業務は、中日本高速道路㈱と
町が行います。
　今後も、地区全体に関わることなどは地区対策協議会を通じて情報
提供を行っていきます。また、全体の進捗状況等は、広報やまきたに
てお知らせしていきます。

【問合せ】　中日本高速道路㈱秦野工事事務所
　　　　　電話　０４６３－８０－５６００（代表）
　　　　　都市整備課高速道路対策班
　　　　　電話　７５－３６４７

完成・開通

工事着手

工事施工計画説明

埋蔵文化財発掘調査

用地補償契約

用地補償説明

用地測量・調査

用地幅杭設置

設計協議確認書

設計協議

本線道路設計

路線測量・地質調査

事業概要説明
（測量・地質調査説明）

事業の流れ
(本　線)

H22.8下旬～

H22.10上旬～

Ｈ23夏頃～

Ｈ32年度予定
（暫定4車線）

状況報告及び今後のスケジュールのお知らせ状況報告及び今後のスケジュールのお知らせ
新東名高速道路 建設事業新東名高速道路 建設事業

Q
R
コ
ー
ド
読
み
取
り
内
容

宛
先
　

cfm
@
io.dataeast.jp

件
名
　

t-yam
akita au・Softbank

docomo

　

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
を
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
表
示
さ

れ
た
宛
先
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　

空
メ
ー
ル
送
信
後
、
登
録
案
内

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
て
き
ま
す
の

で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
指

示
に
従
っ
て
詳
細
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
が
な

い
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録

す
る
場
合
は
、
新
規
メ
ー
ル
を
選
択

後
、
次
の
宛
先
と
件
名
を
入
力
し
、

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
問
合
せ
】総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　

（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
３

配
信
し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
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　平成２１年度の歳入・歳出決算が、９月１５日の町議会で認定されました。歳出の決算額は、一般会計・１１
特別会計・水道事業会計を合わせて８７億４，３９７万円となり、前年度に比べ６億２，１９４万円の増（ ７．７％
増）となりました。
　山北町第４次総合計画後期基本計画の初年度である平成２１年度の主な事業は、まちづくり交付金事業(水上線
橋梁架替・道路改良工事、平山線改良工事、観光情報板設置、駅周辺魅力づくり検討、ハイブリッド型街灯（発
電設備）設置、山北跨線橋耐震補強工事、河村城址歴史公園整備工事、町内循環バス運行事業)、水源環境保全・
再生交付金事業（地域水源林整備、河川・水路自然浄化対策推進事業、地下水保全対策推進事業）、定額給付金
事業、重度障害者医療費助成事業、障害者自立支援給付事業、小児医療費助成事業、子育て応援特別手当交付金
事業、女性特有のがん検診推進事業、中山間地域総合整備事業（浅間山農道他）、道路新設改良事業（越地渕の
上線、神尾田線）、道整備交付金事業、山北幼稚園耐震補強事業などです。
　なお、地球温暖化対策事業（ハイブリッド車購入）、地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業、子ども手当て
準備事業、防災設備等維持管理事業は、平成２２年度へ繰り越して実施いたします。

平成21年度 決算の概要
安心して子育てのできる環境整備や町民の健康づくり支援、

安全・安心な生活環境の整備、自然環境保全、定住対策事業を展開

町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
一
般

会
計
の
歳
入
（
入
っ
た
お
金
）
は
、

対
前
年
度
２
億
７
，
７
１
３
万

円
（
５
・
２
％
）
の
増
の
55
億
７
，

９
５
８
万
円
で
、
歳
出
（
支
払
わ
れ

た
お
金
）
は
、
対
前
年
度
５
億
１
，

７
５
３
万
円
（
10
・
５
％
）
の
増
の

54
億
４
，
２
０
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
に
入
っ
た
お
金
の
う

ち
、
町
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
、
直
接
町

に
入
っ
て
く
る
「
自
主
財
源
」
は
、

30
億
４
，
７
２
３
万
円
で
、
対
前
年

度
１
億
２
，７
５
４
万
円（
４
・
４
％
）

の
増
と
な
り
、
歳
入
総
額
の
54
・

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
自

主
財
源
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
の

は
町
税
20
億
８
，
８
４
９
万
円
で
、

歳
入
の
37
・
５
％
を
占
め
て
い
て
、

対
前
年
度
１
億
３
，
１
６
２
万
円

（
５
・
９
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
・
県
支
出
金
、
地
方

交
付
税
、
町
債
、
地
方
消
費
税
交

付
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
は
、

■
■
■
■

一　

般　

会　

計 

■
■
■
■

一　

般　

会　

計 

歳　

入

歳　

入

25
億
３
，
２
３
５
万
円
で
、
地
域

活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
等
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
前
年

度
よ
り
大
幅
な
増
と
な
り
、
県
支

出
金
は
対
前
年
度
４
，
８
４
９
万

円
（
８
・
０
％
）
の
減
、
地
方
交
付

税
も
、
対
前
年
度
４
，
９
８
６
万
円

（
５
・
７
％
）
の
減
と
な
り
、
歳
入
総

額
の
45
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
支
払
わ
れ
た
お
金

は
、
対
前
年
度
10
・
５
％
増
の

54
億
４
，
２
０
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

増
減
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費

は
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
事
業
や
、
定
額
給
付

金
事
業
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

度
５
億
１
，
２
９
２
万
円
増
の

18
億
５
，
３
９
９
万
円
、
民
生
費

は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務

費
負
担
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、
対

前
年
度
９
８
９
万
円
増
の
９
億
２
，

８
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
衛
生

費
で
は
足
柄
西
部
清
掃
組
合
負
担
金

の
減
な
ど
に
よ
り
８
，
０
９
８
万
円

減
の
５
億
３
，
５
５
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
商
工
費
は
お
楽
し
み
券

付
商
品
券
発
行
に
係
る
商
品
券
特

歳　

出

歳　

出
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別
会
計
繰
出
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、

対
前
年
度
２
，
５
４
４
万
円
増
の

１
億
２
，
４
０
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

土
木
費
は
、
道
整
備
交
付
金
事

業
の
着
手
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

度
２
，
７
４
９
万
円
増
の
４
億
７
，

９
３
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
山
北
幼
稚
園

耐
震
補
強
事
業
な
ど
に
よ
り
、

５
，
３
７
７
万
円
増
の
４
億
６
，

６
６
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
対
前
年
度

１
，
６
４
８
万
円
減
の
４
億
３
，

８
２
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
人
件
費

　

人
件
費
は
退
職
手
当
組
合
へ
の

負
担
金
増
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

度
５
，
５
８
９
万
円
増
の
12
億
９
，

３
８
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
物
件
費　

　

物
件
費
は
、
雇
用
対
策
事
業
な

ど
に
よ
る
委
託
料
の
増
に
よ
り
、

対
前
年
度
８
，
８
６
８
万
円
増
の

８
億
３
，
３
１
２
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

●
扶
助
費

　

扶
助
費
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給

付
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
対

前
年
度
４
１
７
万
円
減
の
２
億
８
，

７
１
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
補
助
費

　

補
助
費
は
、
足
柄
消
防
組
合
、

足
柄
上
衛
生
組
合
、
足
柄
西
部
清

掃
組
合
に
対
す
る
負
担
金
並
び
に

町
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
な
ど

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
対
前

年
度
１
億
７
，
９
０
５
万
円
増
の

10
億
４
，７
７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
普
通
建
設
事
業
費

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
地
域
活
性

化
・
臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
に
よ

り
、
対
前
年
度
３
億
４
，
２
４
２
万

性
質
別
に
分
け
た
主
な
も
の

性
質
別
に
分
け
た
主
な
も
の

円
増
の
10
億
２
，
４
０
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
の
借
入
金
（
地
方
債
現
在

高
）
は
、
平
成
21
年
度
末
現
在
高
が

40
億
２
，
１
９
６
万
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
１
，
０
９
４
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、

地
方
交
付
税
で
賄
う
べ
き
も
の
を
、

特
例
的
に
地
方
債
で
補
て
ん
す
る
臨

時
財
政
対
策
債
や
、
所
得
税
減
税
に

よ
る
減
収
額
分
を
補
て
ん
す
る
減
税

補
て
ん
債
（
後
年
度
の
地
方
交
付
税

で
元
利
償
還
金
額
の
全
額
が
措
置

さ
れ
る
地
方
債
22
億
３
８
３
万
円
）

を
除
い
た
地
方
債
額
が
、
18
億
１
，

８
１
３
万
円
と
な
り
、
こ
れ
を
町
民

１
人
当
た
り
の
負
担
額
に
換
算
す
る

と
、
約
15
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

公
債
費
に
充
当
し
た
一
般
財
源

（
４
億
１
，
５
８
７
万
円
）
の
一
般

財
源
総
額
に
対
す
る
割
合
を
公
債
費

負
担
比
率
と
い
い
、
そ
の
率
が
高
い

ほ
ど
財
政
運
営
の
硬
直
性
の
高
ま
り

を
示
し
ま
す
。
町
の
平
成
21
年
度

公
債
費
負
担
比
率
は
、
前
年
度
よ
り

1
・
２
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
９
・
７
％

と
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
的
に
は

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

主
な
財
政
分
析
指
標

主
な
財
政
分
析
指
標

財
政
運
営
上
15
％
が
警
戒
ラ
イ
ン
、

20
％
が
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
指
標

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測

定
す
る
経
常
収
支
比
率
は
、
人
件

費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
経
常
的

に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
、
経
常
的
に

歳
入
の
見
込
め
る
税
等
が
ど
の
く
ら

い
の
割
合
で
充
当
さ
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
数
値
で
、
75
％
か
ら
80
％
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
21
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
、
前

年
度
よ
り
２
・
９
ポ
イ
ン
ト
下
が
り

83
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
改
善
し
て
い
ま
す
が
、
よ

り
一
層
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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県支出金
10.0％

地方譲与税他
4.2％

歳入合計
55億7,958万円

地方交付税
14.8％

町　税
37.5％

町債　6.7％繰入金他
17.1％

54.6％
主

財

源

自

存

財

源

依

財源別歳入内訳
45.4％

分担金及び負担金　0.8%
使用料及び手数料　2.1%
財産収入　　　　　0.3%
寄附金　　　　　　0.1%
繰入金　　　　　　4.8%
繰越金　　　　　　6.7%
諸収入　　　　　　2.3%

地方譲与税　　　　　　　0.8%
利子割交付金　　　　　　0.1%
配当割交付金　　　　　　0.1%
株式譲渡所得割交付金　　0.0%
地方消費税交付金　　　　2.0%
ゴルフ場利用税交付金　　0.3%
自動車取得税交付金　　　0.5%
交通安全対策特別交付金　0.0%
地方特例交付金　　　　　0.4%

（単位：万円）歳　　入
区　分

町 税

地方消費税交付金

地方交付税

使用料及び手数料

国･県支出金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

そ の 他

計

20億5,799

1億1,272

8億2,581

1億1,938

11億9,160

2億6,677

3億7,790

1億2,953

3億7,480

1億8,998

56億4,648

２1年度
予算現額

20億8,849

1億1,272

8億2,581

1億1,980

11億0,072

2億6,677

3億7,790

1億2,783

3億7,190

1億8,764

55億7,958

２1年度
決算額

22億2,011

1億0,668

8億7,567

1億2,047

10億3,958

2億5,101

1億4,590

1億0,777

2億2,330

2億1,196

53億0,245

20年度
決算額

1億3,162減

604増

4,986減

67減

6,114増

1,576増

2億3,200増

2,006増

1億4,860増

2,432減

2億7,713増

20年度との
増減額

（単位：万円）歳　　出
区　分

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

諸支出金

予 備 費

計

8,799

19億6,780

9億4,643

5億4,664

2億6,488

1億2,559

4億8,730

2億7,061

4億7,619

230

4億3,824

283

2,968

56億4,648

２１年度
予算現額

8,744

18億5,399

9億2,809

5億3,550

2億6,048

1億2,404

4億7,932

2億6,325

4億6,664

227

4億3,824

282

0

54億4,208

２１年度
決算額

8,955

13億4,107

9億1,820

6億1,648

2億6,470

9,860

4億5,183

2億6,373

4億1,287

880

4億5,472

400

0

49億2,455

２０年度
決算額

211減

5億1,292増

989増

8,098減

422減

2,544増

2,749増

48減

5,377増

653減

1,648減

118減

0

5億1,753増

２０年度との
増減額

歳出内訳（款別）

歳出合計
54億4,208万円

議会費  1.6%災害復旧費
諸支出金　 ］0.0％

公債費
  8.1％

民生費
17.1％

衛生費
9.8％

土木費
8.8％

消防費
4.8％

教育費
8.6％

商工費
2.3％

農林水産業費
4.8％

総務費
34.1％

前年度と比較した各会計の「入ったお金」・「支払われたお金」（単位：万円）

区　　分
入 っ た お 金（ 歳 入 ） 支払われたお金（歳出）

一 般 会 計

特 別 会 計

水道事業会計

合　　　　計

２１年度 ２０年度 増減額
（増減率） ２１年度 ２０年度 増減額

（増減率）

55億7,958

30億7,911

3億8,986

90億4,855

53億0,245

30億4,862

2億8,035

86億3,142

（5.2％増）

　

（1.0％増）

　

（39.1％増）

　

(4.8％増）

2億7,713増

　3,049増

　1億0,951増

　４億1,713増

54億4,208

29億3,936

3億6,253

87億4,397

 49億2,455

29億4,649

2億5,099

81億2,203

（10.5％増）

（0.2％減）

（44.4％増）

（7.7％増）

5億1,753増

713減

1億1,154増

6億2,194増

国庫支出金
9.7％

■■■■一 般 会 計
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特
別
会
計
は
、
町
が
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
歳
出
に

あ
て
る
も
の
で
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て

処
理
す
る
た
め
の
会
計
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　

特
別
会
計
に
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

や
老
人
保
健
医
療
、
下
水
道
事
業
や
平
成

21
年
度
に
新
設
さ
れ
た
町
設
置
型
浄
化
槽

事
業
な
ど
11
種
類
の
会
計
が
あ
り
、
歳
入

総
合
計
額
は
、
30
億
７
，
９
１
１
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
３
，
０
４
９
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
総
合
計
額
は
、
29
億
３
，

９
３
６
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ

７
１
３
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

【国民健康保険事業】
　平成２１年度の国民健康保険加入世帯数は、
２，１１７世帯、加入者数は３，４５２人でした。
このうち、一般被保険者は３，１６０人、退職者
医療制度適用者２９２人でした。
　平成２１年度の被保険者一人当たり平均医
療費（入院・通院・歯科）は、一般被保険者
分２２万８，０５０円、退職者被保険者等分
２６万３３８円を支出しました。このほか、国
民健康保険事業では、出産育児一時金、葬祭費、
高額療養費などを支出しました。

【老人保健医療】
　今年度の医療費の支出は平成２０年3月診療
分と過誤分の支払いのみとなりました。このた
め、歳入は、対前年度９４．３％（１億１，９１３万
円）の減、歳出についても対前年度９５．２％
（１億２，４７７万円）の減となりました。

【後期高齢者医療】
　平成２０年４月に高齢者の医療費を安定的に
支えていく新たな医療制度として、後期高齢者
医療制度が創設されたことに伴い設置したこの
会計は、広域連合との業務分担により、保険
料徴収と申請や相談窓口事務が町の主な事務と
なっています。
　歳入決算額は１億４，９１４万円で保険
料と繰入金が主なものです。歳出決算額は
１億４，４６７万円で後期高齢者医療広域連合納
付金が歳出の９６．３％を占めています。

【下水道事業】
　尺里東地区及び下本村地区の一部の工事を行
いました。
　借入金の残高は、３４億４，６１１万円です。

【町設置型浄化槽事業】
　この会計は特別会計設置の初年度で、歳入決
算額１億１８４万円、歳出決算額６，８５７万円
で、歳入歳出の差引では、３，３２７万円の剰余
金が生じました。
　浄化槽整備は、三保地区に高度処理型合併浄化
槽を３６基設置いたしました。

【介護保険事業】
　介護保険法に基づく保険給付事業で、歳
入決算額９億４，４２６万円、歳出決算額
９億４３４万円で、歳入歳出の差引では、
３，９９２万円の剰余金が生じました。
　歳出につきましては、総額の約８８．９％
（８億４１４万円）を保険給付費が占めています。

【商品券】
町内商工業の振興を目的として発行している町
内限定の商品券を扱い、平成２１年度は、お楽
しみ券付商品券４，４００万円を発行しました。
これに伴い、歳入決算額は５，８１０万円、歳出
決算額は５，３７５万円となり、歳入歳出の差引
では、４３５万円の剰余金が生じました。

【水道事業】
　水道事業では、上水道１施設、簡易水道８
施設を経営し、町民１万１，９２９人に年間約
１５０万トンの「安全でおいしい水」を供給し
ました。
　水道料金による収入は、前年度対比２．５％減
の１億６，２０５万円となりました。
　平成２１年度に実施した主な事業は、配水管
布設替工事、浄水場管理棟（計装設備）改修工
事などです。
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企 業 会 計

国民健康保険事業

老 人 保 健 医 療

後期高齢者医療

災害給付見舞事業

下 水 道 事 業

町設置型浄化槽事業

山 北 財 産 区

共 和 財 産 区

三 保 財 産 区

介 護 保 険 事 業

商 品 券

合 計

12億2,485

717

1億4,914

1,074

5億0,964

1億0,184

915

5,248

1,174

9億4,426

5,810

30億7,911

520減
（0.4％減）

1億1,913減
（94.3％減）

207増
(1.4%増)

30減
( 2.7％減)

5,441減
（9.6％減）

1億0,184増
皆増

406減
(30.7%減）

2,059増
（64.6％増）

8減
（0.7％減）

4,510増
（5.0％増）

4,407増
（314.1％増）

3,049増
（1.0％増）

12億0,858

625

1億4,467

0

4億9,821

6,857

212

4,706

581

9億0,434

5,375

29億3,936

487減
（0.4％減）

1億2,477減
（95.2％減）

159増
（1.1％増）

30減
皆減

3,942減
（7.3％減）

6,857増
皆増

340減
（61.6％減）

2,103増
（80.8％増）

31増
（5.6％増）

3,065増
（3.5％増）

4,348増
（423.4％増）

713減
（0.2％減）

２１年度
区　分 ２０年度との

増減額
（増減率）

２１年度

入ったお金（歳入） 支払われたお金（歳出）
２０年度との
増減額
（増減率）

特 別 会 計 の 内 訳   （単位：万円）

広報やまきた　平成22年10月号　No.668 8広報やまきた　平成22年10月号　No.6689



○広報紙発行事業
○庁舎等の維持管理
○企画調整事業
　●共和地区福祉バス運行事業補助金
　●地上デジタル放送共聴施設整備事業
○地域振興推進事業
　●森林セラピー基地認定申請
　●パークゴルフ場整備調査資料作成
○花と水の交流圏づくり推進事業
　●大野山散策道整備事業
　●高松山ハイキングコース測量設計業務
○まちづくり交付金事業
　●町道水上線橋梁架替事業
　●町道平山線改良事業
　●町道山北跨線橋耐震補強事業
　●観光情報版設置工事
　　（情報板１基、方向指示板４基・繰越明許）
　●河村城址歴史公園整備
　●ハイブリッド型街灯整備（６基）
　●駅周辺魅力づくり検討事業
　●町内循環バス運行事業（小型バス2台による運行）
○水源環境保全・再生交付金事業
　●地域水源林の整備
　　（高松山作業道測量・設計、町有林・私有林整備）
　●地下水保全対策
　　（足柄上地区地下水モニタリング施設整備）
　●河川・水路自然浄化対策、農業用水路改修
○地域活性化・生活対策臨時交付金事業（繰越明許）
○定額給付金事業（繰越明許）
○地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業
○衆議院議員選挙事業
○参議院議員補欠選挙事業

18億5,399万円総　務　費○町民健康マイスター講座開催事業
○紙おむつ支給事業
○女性特有のがん検診推進事業
○不燃物、粗大ごみの収集委託
○リサイクル品、処理困難物、ペットボトルの回収委託
○足柄西部清掃組合への負担金
○健康福祉センター管理事業

5億3,550万円衛　生　費

○高齢者生きがい事業団への助成
○地域作業所やまなみ工芸への運営助成
○町社会福祉協議会への助成
○後期高齢者医療広域連合負担金
○保育園の維持管理、運営
○障害者自立支援給付事業
○小児医療費助成事業
○子育て応援特別手当交付金事業（繰越明許）

9億2,809万円民　生　費

○道の駅「山北」の運営助成
○町商工会への助成
○町観光協会への助成
○洒水の滝橋梁撤去工事
○ひだまりの里運営協議会助成

1億2,404万円商　工　費

目的別の
主な使いみち

○中山間地域等直接支払事業
○中山間地域総合整備事業
　●浅間山農道工事、日向用水路整備工事、日向活性
　　化施設建築工事
○農道、用水維持管理事業
　●川村用水等の改修
○水源の森林づくり協力協約推進事業

2億6,048万円農林水産業費

○議会の運営
○議員の報酬
○議会だよりの発行

8,774万円議　会　費
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